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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

「 至誠を貫く 」 

学年主任 野村 明日香 

 

２０２４年が始まりました。お正月、みなさんはどのように過ごしましたか。大きな地震や飛行機事故

のニュースに驚きましたね。被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。 また被災地での救助

活動・復旧作業に従事されている方々に深く敬意を表します。本校では能登半島地震で被災された方々

に何かできないかと生徒会が中心となり、募金活動を始めています。今なお困難な状況にある方に思い

を寄せましょう。 

 今年はみなさんにとってどのような年になるでしょうか。服装頭髪検査の前に話しましたがいよいよ

２年生になります。みなさんが手本となって後輩たちに範を示せるように再度、初心に返って目の前に

あるやらなければならないことに誠心誠意、真心を込めて取り組んでもらいたいと願っています。 

さて、私は年明けに毎年楽しみにしていることがあります。それは高校サッカー選手権大会を見るこ

とです。教員生活スタートの年の大晦日に全国大会の応援に参加できたことは今でも高校サッカーファ

ンとして忘れられない思い出です。今年の決勝戦は青森県代表の青森山田高校と滋賀県代表の近江高校

との対戦でした。決勝戦をテレビで観戦する前に近江高校の準決勝の試合を動画で予習しました。ゴー

ル前までどんどんパスを繋いで、攻撃する選手が湧いて出てくるようなスピード感に目を奪われました。

決勝戦では青森山田高校が勝利しましたが最後まで鮮やかなパスワークやドリブルワークに圧倒され、

本当に高校生なのかしらと時間が経つのを忘れる試合内容でした。素人目線ですが青森山田の選手はフ

ィジカルが強いなと感じました。胸板が厚く、手足も筋肉質です。青森山田高校の強さについて正木監督

は「日常のトレーニングに対しての取り組みがどのチームより素晴らしく、当たり前のことを常に全力

で継続してやる」と答えています。そしてフィジカルの強さは雪中サッカーにあるようです。うまくボー

ルが蹴れない雪の上で鍛錬を積むことでフィジカル面はもとよりメンタル面も強くなれたとキャプテン

は語っています。このことはすべてに通じると感じました。 

 ～至誠を貫く～これは私の座右の銘です。甲府東高校に赴任して、ある先生からいただいたクラス通

信に書かれていた言葉です。その先生から「あなたの人生が変わる奇跡の授業」（比田井和孝著）という

本をお借りました。その本に吉田松陰の教えとして至誠を貫きなさいとありました。普段やらなければ

ならないことを真剣に本気で誠意をもってやりなさいというものです。そうすることでおのずと自分の

役割に気づくと書かれていました。 

偶然にも昨年、山梨大学の構内でも「至誠」という文字を見つけました。 

ノーベル生理学・医学賞を受賞した山梨大学出身の大村智先生の記念館 

前に碑がありました。青森山田高校のサッカーから「至誠を貫くこと」を 

改めて思い出させてもらいました。 

甲府東高校で今年もあなたらしく２年生としての自覚をもって一歩を 

進めて行きましょう。 

 今年は辰年。何かのたつ人を目指してもいいですね！ 

 



「 交流分析（ＴＡ）を学んで 」 

               ４組副担任 矢崎 義樹 

  

平成 16 年から学び始め、本年で２１年目になります。きっかけは、山梨県総合教育センター教育相談

部の長期研修員となり、カウンセリングを本格的に学び始めたことです。教育センターでは、サイコドラ

マ、ロールプレイ（以下ＲＰと記す）をテーマとして研究しましたが、大宮ＲＰ研究会、山梨ＲＰ研究会、

そして、國分康孝先生（2018 年ご逝去）主催の構成的グループ・エンカウンター（ＳＧＥ）研修会に

参加する過程で、ＮＰＯ法人日本交流分析協会の研修会も受講することとなりました。当初は、論理療法

を主に学ぼうと考えていましたが、しだいに、ＴＡ （Transactional Analysis）の魅力にとりつかれ、

現在は、ＴＡ一本で活動しています。 

ＴＡは 1950 年代にアメリカの精神科医エリック・バーンが創始した集団心理療法で、精神科医や臨

床心理士が臨床の場で活用しています。心理療法以外でも、教育の場や企業の新人および管理職研修な

どで活用され、対人関係に悩みを抱えている人にも有益な知識を提供しています。 

TA の哲学は、「I am OK. You are OK」です。「私もあなたも、すべての人に等しく存在価値がある。

すべての人には、自分なりの人生を創造していく能力がある」という意味です。 

TA の目指すところは、合理的かつ主体的な人生創造です。幼児決断（言語を理解する能力がなかった

幼少時に、保護者との触れ合いの中で身につけた不合理な思い込み）に基づく人生脚本（無意識下にある

非合理的な価値観・人間観）に気づくことで自分自身の心の癖を考察し直し、合理的で主体的な人生を取

り戻すことを目指します。 

TA の良さは、自己理解が進み、自分に優しくなれることです。そして、他者にも寛容になれることで

す。理性的思考を尊重し、ストレス状態に陥った時にも、不合理な思い込みから言動しないよう、自分の

人生を自分で創造していくよう、努力できるようになります。漠然とした不安を言語化して、問題解決の

方法を思考できるようになりたい方や、対人関係ストレスで憂鬱な生活を送っている方にお勧めです。

入門してみたい方は、気軽に相談してください。 

                

２月の主な行事予定 

     １日（木） 前期募集検査（生徒登校１４：３０以後可能） 

    ２日（金） 教育相談           

３日（土） 駿台記述模試（希望者） 

８日（木） ７校時カット 

９日（金） スキー教室 

１３日（火） ▲ＡＭカセット 

１４日（水） 第４回定期試験時間割発表 

  学習強化週間（20 日火曜日まで） 

１５日（木） バイク免許取得希望者説明会（昼） 

２１日（水） 第４回定期試験（27 日火曜日まで４日間） 

２３日（金） 天皇誕生日 

２７日（火） 第４回定期試験最終日 大掃除 卒業式会場準備 

２８日（水） 生徒休業日 

２９日（木） 同窓会入会式 表彰式 別れの言葉 卒業式予行 

3 月１日（金） 第４５回卒業証書授与式 

  ４日（月） 答案返却 大掃除 後期募集準備                                                          


